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奈
良
県
告
示
第
二
百
十
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
内
水
面

漁
場
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
九
月
十
二
日

奈
良
県
知
事

山

下

真

第
一

内
水
面
漁
場
計
画
の
内
容

一

河
川

１

奈
内
共
第
一
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
十
津
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
熊
野
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
七
色
三
八
二
番
地
の
奈
良
県
と
和
歌
山
県
と
の
境

界
と
熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
七
色
四
二
五
番
地
の
奈
良
県
と
和
歌
山
県
と
の
境

界
と
熊
野
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

五
條
市
大
塔
町
清
水
一
九
○
番
地
の
五
條
市
と
十
津
川
村
と
の
境
界
と
熊

野
川
右
岸
と
の
接
点



基
点
第
四
号

五
條
市
大
塔
町
清
水
一
六
二
番
地
の
五
條
市
と
十
津
川
村
と
の
境
界
と
熊

野
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
十
津
川
村

２

奈
内
共
第
二
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
十
津
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
熊
野
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
西
川
、
上
湯
川
、
柏
谷
と
の
合
流
点
か
ら
上
流
の
山
手
川
、
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八

号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
芦
廼
瀬
川
、
基
点
第
九
号
と
基
点
第
十
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の

滝
川
、
基
点
第
十
一
号
と
基
点
第
十
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
神
納
川
及
び
基
点
第
十
三

号
と
基
点
第
十
四
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
旭
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
桑
畑
一
の
八
番
地
の
二
津
野
ダ
ム
の
堰
堤
の
下

流
端
と
熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
山
手
谷
三
六
六
の
一
番
地
の
二
津
野
ダ
ム
の
堰

堤
の
下
流
端
と
熊
野
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
宇
宮
原
一
二
番
地
の
小
休
場
橋
の
右
岸
下
流
基

柱
と
熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
宇
宮
原
八
六
六
の
三
番
地
の
小
休
場
橋
の
左
岸

下
流
基
柱
と
熊
野
川
左
岸
と
の
接
点



基
点
第
五
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
桑
畑
の
出
合
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
西
川
右
岸

と
の
接
点

基
点
第
六
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
平
谷
の
出
合
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
西
川
左
岸

と
の
接
点

基
点
第
七
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
小
原
の
芦
廼
瀬
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
芦
廼
瀬

川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
八
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
折
立
の
芦
廼
瀬
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
芦
廼
瀬

川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
九
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
風
屋
の
花
園
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
滝
川
右
岸

と
の
接
点

基
点
第
十
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
滝
川
の
花
園
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
滝
川
左
岸

と
の
接
点

基
点
第
十
一
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
内
野
五
二
八
番
地
の
藤
原
橋
の
右
岸
下
流
基
柱

と
神
納
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
十
二
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
山
天
五
九
番
地
の
藤
原
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と

神
納
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
十
三
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
宇
宮
原
の
旭
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
旭
川
右
岸

と
の
接
点

基
点
第
十
四
号

吉
野
郡
十
津
川
村
大
字
旭
の
旭
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
旭
川
左
岸
と
の

接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
十
津
川
村

３

奈
内
共
第
三
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）



五
條
市
及
び
吉
野
郡
十
津
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
熊
野
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
川
原
樋
川
及
び
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
中
原
川
の
区
域
を

除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

五
條
市
大
塔
町
清
水
一
九
○
番
地
の
五
條
市
と
十
津
川
村
と
の
境
界
と
熊

野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

五
條
市
大
塔
町
清
水
一
六
二
番
地
の
五
條
市
と
十
津
川
村
と
の
境
界
と
熊

野
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
塩
谷
一
七
番
地
の
二
の
天
川
村
と
五
條
市
と
の
境
界

と
熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
塩
谷
五
一
八
番
地
の
二
の
天
川
村
と
五
條
市
と
の
境

界
と
熊
野
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
立
里
字
向
井
山
二
二
五
番
地
の
野
迫
川
村
と
五
條

市
と
の
境
界
と
川
原
樋
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
中
津
川
字
イ
カ
タ
メ
三
二
二
番
地
の
野
迫
川
村
と

五
條
市
と
の
境
界
と
川
原
樋
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
七
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
今
井
字
タ
ノ
ヲ
ミ
チ
シ
タ
三
六
一
番
地
の
一
の
野

迫
川
村
と
五
條
市
と
の
境
界
と
中
原
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
八
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
今
井
字
チ
ヨ
ガ
ハ
タ
一
番
地
の
野
迫
川
村
と
五
條

市
と
の
境
界
と
中
原
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

五
條
市

４

奈
内
共
第
四
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

右

同

い
わ
な
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
天
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
熊
野
川
の
本
流
及
び
支

流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
塩
谷
一
七
番
地
の
二
の
天
川
村
と
五
條
市
と
の
境
界

と
熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
塩
谷
五
一
八
番
地
の
二
の
天
川
村
と
五
條
市
と
の
境

界
と
熊
野
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
天
川
村

５

奈
内
共
第
五
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

に
じ
ま
す
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
天
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
熊
野
川
の
本
流
及
び
支

流
（
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
川
迫
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区



域
基
点
第
一
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
九
尾
四
八
三
番
地
の
九
尾
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と

熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
九
尾
四
一
四
番
地
の
九
尾
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と

熊
野
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
北
角
一
五
二
番
地
の
六
の
川
迫
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流

端
と
熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
天
川
村
大
字
北
角
一
五
五
番
地
の
五
の
川
迫
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流

端
と
熊
野
川
右
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
天
川
村

６

奈
内
共
第
六
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
下
北
山
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
北
山
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
字
川
口
ノ
下
モ
七
九
九
番
地
の
奈
良
県
と

和
歌
山
県
と
の
境
界
と
七
色
ダ
ム
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
字
コ
ヤ
ナ
セ
八
○
四
番
地
の
奈
良
県
と
三



重
県
と
の
境
界
と
七
色
ダ
ム
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
上
池
原
一
一
八
番
地
の
国
道
一
六
九
号
線
と
北
山

川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
上
池
原
一
七
一
番
地
の
国
道
一
六
九
号
線
と
北
山

川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
下
北
山
村

７

奈
内
共
第
七
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
下
北
山
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
北
山
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
西
の
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
字
川
口
ノ
下
モ
七
九
九
番
地
の
奈
良
県
と

和
歌
山
県
と
の
境
界
と
七
色
ダ
ム
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
字
コ
ヤ
ナ
セ
八
○
四
番
地
の
奈
良
県
と
三

重
県
と
の
境
界
と
七
色
ダ
ム
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
一
○
九
七
番
地
の
大
小
井
橋
の
右
岸
下
流

基
柱
と
七
色
ダ
ム
（
北
山
川
）
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
一
一
四
二
番
地
の
大
小
井
橋
の
左
岸
下
流

基
柱
と
七
色
ダ
ム
（
北
山
川
）
左
岸
と
の
接
点



基
点
第
五
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
七
六
三
番
地
の
三
の
下
北
山
村
鮎
苗
採
捕

施
設
の
梁
設
置
基
盤
と
西
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
桑
原
九
九
四
番
地
の
二
の
下
北
山
村
鮎
苗
採
捕

施
設
の
梁
設
置
基
盤
と
西
の
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
下
北
山
村

８

奈
内
共
第
八
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
下
北
山
村
及
び
上
北
山
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
北
山
川
の
本
流
及
び
支

流
（
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
備
後
川
、
三
重
県
側
の
備
後
川
支

流
及
び
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
東
の
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の

区
域基

点
第
一
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
上
池
原
字
惣
谷
八
○
三
番
地
の
池
原
ダ
ム
の
堰
堤

の
下
流
端
と
北
山
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
池
原
字
柏
の
木
九
○
番
地
の
池
原
ダ
ム
の
堰
堤

の
下
流
端
と
北
山
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
字
塔
谷
四
八
二
番
地
の
四
の
奈
良
県
と
三
重

県
と
の
境
界
と
備
後
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

基
点
第
三
号
か
ら
二
七
○
度
の
線
と
備
後
川
左
岸
と
の
交
点

基
点
第
五
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
小
橡
字
ヌ
ケ
谷
六
一
二
番
地
の
二
の
坂
本
ダ
ム
の



堰
堤
の
下
流
端
と
東
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
字
浦
田
和
四
八
九
番
地
の
二
の
坂
本
ダ
ム
の

堰
堤
の
下
流
端
と
東
の
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
下
北
山
村
及
び
上
北
山
村

奈
内
共
第
九
号

９

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
下
北
山
村
及
び
上
北
山
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
北
山
川
の
本
流
及
び
支

流
（
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
備
後
川
、
三
重
県
側
の
備
後
川
支

流
及
び
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
古
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区

域
基
点
第
一
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
上
池
原
字
惣
谷
八
○
三
番
地
の
池
原
ダ
ム
の
堰
堤

の
下
流
端
と
北
山
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
池
原
字
柏
の
木
九
○
番
地
の
池
原
ダ
ム
の
堰
堤

の
下
流
端
と
北
山
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
字
塔
谷
四
八
二
番
地
の
四
の
奈
良
県
と
三
重

県
と
の
境
界
と
備
後
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

基
点
第
三
号
か
ら
二
七
○
度
の
線
と
備
後
川
左
岸
と
の
交
点

基
点
第
五
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
白
川
字
ナ
ゴ
セ
八
六
九
番
地
の
一
の
奈
良
県
と
三

重
県
と
の
境
界
と
古
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
字
ゴ
ミ
キ
四
八
一
番
地
の
一
の
奈
良
県
と
三

重
県
と
の
境
界
と
古
川
左
岸
と
の
接
点



関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
下
北
山
村
及
び
上
北
山
村

奈
内
共
第
十
号

10

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

右

同

に
じ
ま
す
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
下
北
山
村
及
び
上
北
山
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
と
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を
結

ぶ
線
の
間
の
北
山
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流

の
備
後
川
、
三
重
県
側
の
備
後
川
支
流
、
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流

の
東
の
川
、
基
点
第
九
号
と
基
点
第
十
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
前
鬼
川
及
び
明
芽
谷
と
の

合
流
点
か
ら
上
流
の
白
川
又
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
上
池
原
字
惣
谷
八
○
三
番
地
の
池
原
ダ
ム
の
堰
堤

の
下
流
端
と
北
山
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
下
池
原
字
柏
の
木
九
○
番
地
の
池
原
ダ
ム
の
堰
堤

の
下
流
端
と
北
山
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
の
北
山
大
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
北
山
川
右

岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
の
北
山
大
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
北
山
川
左

岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
字
成
谷
四
八
八
番
地
の
奥
備
後
橋
の
右
岸
下



流
基
柱
と
備
後
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

三
重
県
熊
野
市
五
郷
町
字
オ
シ
ゴ
ヤ
○
七
○
三
一
○
六
八
番
地
の
奥
備
後

橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
備
後
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
七
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
小
橡
字
ヌ
ケ
谷
六
一
二
番
地
の
二
の
坂
本
ダ
ム
の

堰
堤
の
下
流
端
と
東
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
八
号

吉
野
郡
上
北
山
村
大
字
河
合
字
浦
田
和
四
八
九
番
地
の
二
の
坂
本
ダ
ム
の

堰
堤
の
下
流
端
と
東
の
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
九
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
前
鬼
の
不
動
七
重
滝
の
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
流

の
前
鬼
遊
歩
道
の
吊
り
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
前
鬼
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
十
号

吉
野
郡
下
北
山
村
大
字
前
鬼
の
不
動
七
重
滝
の
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
流

の
前
鬼
遊
歩
道
の
吊
り
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
前
鬼
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
下
北
山
村
及
び
上
北
山
村

奈
内
共
第
十
一
号

11

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
野
迫
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
川
原
樋
川
の
本
流
及
び

支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
立
里
字
向
井
山
二
二
五
番
地
の
野
迫
川
村
と
五
條

市
と
の
境
界
と
川
原
樋
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
中
津
川
字
イ
カ
タ
メ
三
二
二
番
地
の
野
迫
川
村
と

五
條
市
と
の
境
界
と
川
原
樋
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）



吉
野
郡
野
迫
川
村

奈
内
共
第
十
二
号

12

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

に
じ
ま
す
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
野
迫
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
川
原
樋
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
北
今
西
九
五
番
地
の
大
股
橋
の
右
岸
上
流
基
柱
と

川
原
樋
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
北
今
西
二
七
〇
番
地
の
大
股
橋
の
左
岸
上
流
基
柱

と
川
原
樋
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
北
今
西
七
九
一
番
地
の
（
林
道
土
谷
平
線
）
の
橋

梁
の
右
岸
下
流
基
柱
と
川
原
樋
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
北
今
西
四
三
三
番
地
の
（
林
道
土
谷
平
線
）
の
橋

梁
の
左
岸
下
流
基
柱
と
川
原
樋
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
野
迫
川
村

奈
内
共
第
十
三
号

13

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
野
迫
川
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
中
原
川
の
本
流
及
び
支

流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
今
井
字
タ
ノ
ヲ
ミ
チ
シ
タ
三
六
一
番
地
の
一
の
野

迫
川
村
と
五
條
市
と
の
境
界
と
中
原
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
野
迫
川
村
大
字
今
井
字
チ
ヨ
ガ
ハ
タ
一
番
地
の
野
迫
川
村
と
五
條

市
と
の
境
界
と
中
原
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
野
迫
川
村

奈
内
共
第
十
四
号

14

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

五
條
市

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
紀
の
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
丹
生
川
及
び
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
古
田
川
の
区
域
を
除

く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

五
條
市
相
谷
町
六
三
四
番
地
の
一
の
奈
良
県
と
和
歌
山
県
と
の
境
界
と
紀

の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

五
條
市
火
打
町
一
七
番
地
の
奈
良
県
と
和
歌
山
県
と
の
境
界
と
紀
の
川
左

岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
佐
名
伝
五
九
一
番
地
の
大
淀
町
と
五
條
市
と
の
境
界



と
紀
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
下
市
町
大
字
新
住
一
○
三
二
番
地
の
下
市
町
と
五
條
市
と
の
境
界

と
紀
の
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

五
條
市
西
吉
野
町
黒
渕
三
一
二
番
地
の
黒
渕
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
丹

生
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

五
條
市
西
吉
野
町
黒
渕
八
三
五
番
地
の
黒
渕
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
丹

生
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
七
号

五
條
市
野
原
町
の
一
の
木
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
古
田
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
八
号

五
條
市
西
吉
野
町
湯
塩
一
一
六
五
の
四
六
番
地
の
一
の
木
橋
の
左
岸
下
流

基
柱
と
古
田
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

五
條
市

奈
内
共
第
十
五
号

15

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

五
條
市

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
丹
生
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

五
條
市
西
吉
野
町
黒
渕
三
一
二
番
地
の
黒
渕
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
丹

生
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

五
條
市
西
吉
野
町
黒
渕
八
三
五
番
地
の
黒
渕
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
丹

生
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

五
條
市
西
吉
野
町
十
日
市
五
七
六
番
地
の
五
條
市
と
下
市
町
と
の
境
界
と

丹
生
川
右
岸
と
の
接
点



基
点
第
四
号

五
條
市
西
吉
野
町
十
日
市
八
七
七
番
地
の
五
條
市
と
下
市
町
と
の
境
界
と

丹
生
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

五
條
市

奈
内
共
第
十
六
号

16

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

こ
い
漁
業

右

同

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
吉
野
町
、
大
淀
町
及
び
下
市
町

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
紀
の
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
津
風
呂
川
及
び
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
高
見
川
の
区
域
を

除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
佐
名
伝
五
九
一
番
地
の
大
淀
町
と
五
條
市
と
の
境
界

と
紀
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
下
市
町
大
字
新
住
一
○
三
二
番
地
の
下
市
町
と
五
條
市
と
の
境
界

と
紀
の
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
一
九
六
○
番
地
の
一
の
川
上
村
と
吉
野
町
と
の

境
界
と
紀
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
一
一
一
六
番
地
の
川
上
村
と
吉
野
町
と
の
境
界

と
紀
の
川
左
岸
と
の
接
点



基
点
第
五
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
峰
寺
の
津
風
呂
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
津
風
呂
川

右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
河
原
屋
の
津
風
呂
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
津
風
呂

川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
七
号

吉
野
郡
東
吉
野
村
大
字
中
黒
字
糸
納
一
八
番
地
の
東
吉
野
村
と
吉
野
町
と

の
境
界
と
高
見
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
八
号

吉
野
郡
東
吉
野
村
大
字
中
黒
字
鳥
井
田
一
二
三
三
番
地
の
東
吉
野
村
と
吉

野
町
と
の
境
界
と
高
見
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
吉
野
町
（
大
字
色
生
、
大
字
三
茶
屋
、
大
字
小
名
、
大
字
柳
、
大
字
香
束
、
大
字

山
口
、
大
字
平
尾
、
大
字
河
原
屋
、
大
字
津
風
呂
及
び
大
字
入
野
を
除
く
。
）
、
大
淀
町
及

び
下
市
町

奈
内
共
第
十
七
号

17

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
下
市
町

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
丹
生
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

五
條
市
西
吉
野
町
十
日
市
五
七
六
番
地
の
五
條
市
と
下
市
町
と
の
境
界
と

丹
生
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

五
條
市
西
吉
野
町
十
日
市
八
七
七
番
地
の
五
條
市
と
下
市
町
と
の
境
界
と

丹
生
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
黒
滝
村
大
字
長
瀬
二
二
番
地
の
長
瀬
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
丹
生

川
右
岸
と
の
接
点



基
点
第
四
号

吉
野
郡
下
市
町
大
字
丹
生
一
一
四
番
地
の
長
瀬
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
丹

生
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
吉
野
町
（
大
字
色
生
、
大
字
三
茶
屋
、
大
字
小
名
、
大
字
柳
、
大
字
香
束
、
大
字

山
口
、
大
字
平
尾
、
大
字
河
原
屋
、
大
字
津
風
呂
及
び
大
字
入
野
を
除
く
。
）
、
大
淀
町
及

び
下
市
町

奈
内
共
第
十
八
号

18

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
川
上
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
紀
の
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
一
九
六
○
番
地
の
一
の
川
上
村
と
吉
野
町
と
の

境
界
と
紀
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
一
一
一
六
番
地
の
川
上
村
と
吉
野
町
と
の
境
界

と
紀
の
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
大
滝
一
○
六
三
番
の
二
の
関
西
電
力
樫
尾
発
電
所
取

水
堰
の
下
流
端
と
紀
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
大
滝
盗
人
谷
八
七
九
番
の
二
の
関
西
電
力
樫
尾
発
電

所
取
水
堰
の
下
流
端
と
紀
の
川
左
岸
と
の
接
点



関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
川
上
村

奈
内
共
第
十
九
号

19

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

に
じ
ま
す
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
川
上
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
中
井
川
の
本
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
字
中
井
の
新
出
合
橋
の
右
岸
上
流
基
柱
と
中
井

川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
字
中
井
の
新
出
合
橋
の
左
岸
上
流
基
柱
と
中
井

川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
字
ヲ
グ
ガ
谷
口
一
四
八
六
番
地
の
高
橋
の
右
岸

下
流
基
柱
と
中
井
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
東
川
字
サ
ル
谷
一
一
六
五
番
地
の
二
の
高
橋
の
左
岸

下
流
基
柱
と
中
井
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
川
上
村

奈
内
共
第
二
十
号

20

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
川
上
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
紀
の
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
北
塩
谷
三
二
三
番
地
の
大
滝
ダ
ム
網
場
の
ア
ン
カ
ー

と
大
滝
ダ
ム
（
紀
の
川
）
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
大
滝
一
○
○
八
番
地
の
大
滝
ダ
ム
網
場
の
ア
ン
カ
ー

と
大
滝
ダ
ム
（
紀
の
川
）
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
北
和
田
字
長
ヤ
ミ
ネ
六
五
番
地
の
五
の
大
迫
ダ
ム
の

堰
堤
の
下
流
端
と
紀
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
大
迫
字
ク
ラ
ガ
リ
渡
し
二
番
地
の
三
の
大
迫
ダ
ム
の

堰
堤
の
下
流
端
と
紀
の
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
川
上
村

奈
内
共
第
二
十
一
号

21

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

に
じ
ま
す
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
川
上
村

漁
場
の
区
域

（三）



次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
高
原
川
の
本
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
高
原
二
四
三
四
番
地
の
三
と
高
原
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
高
原
一
〇
八
九
番
地
の
通
称
ゼ
ロ
地
点
と
高
原
川
左

岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
高
原
字
伝
田
坊
二
四
○
○
番
地
付
近
の
関
西
電
力
用

水
取
入
口
と
高
原
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
高
原
字
高
橋
横
手
一
二
○
九
番
地
の
一
付
近
の
関
西

電
力
用
水
取
入
口
と
高
原
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
川
上
村

奈
内
共
第
二
十
二
号

22

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

に
じ
ま
す
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
川
上
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
井
光
川
の
本
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
井
光
字
榎
平
四
八
○
番
地
の
一
の
井
光
橋
の
右
岸
上

流
基
柱
と
井
光
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
武
木
字
ヲ
ン
ジ
一
二
四
六
番
地
の
井
光
橋
の
左
岸
上

流
基
柱
と
井
光
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
井
光
字
大
平
五
二
○
番
地
の
三
八
の
通
称
ロ
ー
タ
リ

ー
橋
の
右
岸
上
流
基
柱
と
井
光
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
井
光
字
草
木
平
五
○
三
番
地
の
五
七
の
通
称
ロ
ー
タ



リ
ー
橋
の
左
岸
上
流
基
柱
と
井
光
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
川
上
村

奈
内
共
第
二
十
三
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
川
上
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
紀
の
川
の
本
流
及
び
支

流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
入
之
波
二
二
八
番
地
の
二
と
紀
の
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
入
之
波
一
七
六
番
地
の
二
の
ス
ロ
ー
プ
と
紀
の
川
左

岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
川
上
村

奈
内
共
第
二
十
四
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）



吉
野
郡
川
上
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
伯
母
谷
川
の
本
流
及
び

支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
伯
母
谷
三
七
二
番
地
と
伯
母
谷
川
右
岸
と
の
接
点
の

下
流
端

基
点
第
二
号

吉
野
郡
川
上
村
大
字
伯
母
谷
一
九
二
番
地
と
伯
母
谷
川
左
岸
と
の
接
点
の

下
流
端

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
川
上
村

奈
内
共
第
二
十
五
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
黒
滝
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
丹
生
川
の
本
流
及
び
支

流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
黒
滝
村
大
字
長
瀬
二
二
番
地
の
長
瀬
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
丹
生

川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
下
市
町
大
字
丹
生
一
一
四
番
地
の
長
瀬
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
丹

生
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
黒
滝
村



奈
内
共
第
二
十
六
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
吉
野
町

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
津
風
呂
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
峰
寺
の
津
風
呂
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
津
風
呂
川

右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
河
原
屋
の
津
風
呂
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
津
風
呂

川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
三
茶
屋
小
字
大
井
一
一
二
二
番
地
の
吉
野
町
と
宇
陀

市
と
の
境
界
と
津
風
呂
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
三
茶
屋
小
字
大
井
一
九
七
番
地
の
吉
野
町
と
宇
陀
市

と
の
境
界
と
津
風
呂
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
色
生
、
大
字
三
茶
屋
、
大
字
小
名
、
大
字
柳
、
大
字
香
束
、
大
字
山

口
、
大
字
平
尾
、
大
字
河
原
屋
、
大
字
津
風
呂
及
び
大
字
入
野

奈
内
共
第
二
十
七
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期



第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

右

同

わ
か
さ
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
吉
野
町

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
津
風
呂
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら

上
流
の
柳
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
峰
寺
の
津
風
呂
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
津
風
呂
川

右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
河
原
屋
の
津
風
呂
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
津
風
呂

川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
入
野
の
橋
（
地
蔵
橋
よ
り
約
一
二
○
メ
ー
ト
ル
上
流

の
橋
）
の
右
岸
下
流
基
柱
と
津
風
呂
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
入
野
の
橋
（
地
蔵
橋
よ
り
約
一
二
○
メ
ー
ト
ル
上
流

の
橋
）
の
左
岸
下
流
基
柱
と
津
風
呂
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
香
束
七
二
番
地
の
二
の
香
束
簡
易
水
道
浄
水
場
の
橋

の
右
岸
下
流
基
柱
と
柳
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
香
束
六
九
番
地
の
四
の
香
束
簡
易
水
道
浄
水
場
の
橋

の
左
岸
下
流
基
柱
と
柳
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
吉
野
町
大
字
色
生
、
大
字
三
茶
屋
、
大
字
小
名
、
大
字
柳
、
大
字
香
束
、
大
字
山

口
、
大
字
平
尾
、
大
字
河
原
屋
、
大
字
津
風
呂
及
び
大
字
入
野

奈
内
共
第
二
十
八
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）



漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

右

同

う
な
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

吉
野
郡
東
吉
野
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
高
見
川
の
本
流
及
び
支

流
の
区
域

基
点
第
一
号

吉
野
郡
東
吉
野
村
大
字
中
黒
字
糸
納
一
八
番
地
の
東
吉
野
村
と
吉
野
町
と

の
境
界
と
高
見
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

吉
野
郡
東
吉
野
村
大
字
中
黒
字
鳥
井
田
一
二
三
三
番
地
の
東
吉
野
村
と
吉

野
町
と
の
境
界
と
高
見
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

吉
野
郡
東
吉
野
村

奈
内
共
第
二
十
九
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

奈
良
市
及
び
山
辺
郡
山
添
村
並
び
に
三
重
県
伊
賀
市

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を



結
ぶ
線
の
間
の
名
張
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
遅
瀬
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

奈
良
市
月
ヶ
瀬
長
引
一
一
番
地
の
一
の
奈
良
県
と
京
都
府
と
の
境
界
と
高

山
ダ
ム
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

奈
良
市
月
ヶ
瀬
桃
香
野
五
三
○
八
番
地
の
奈
良
県
と
京
都
府
と
の
境
界
と

高
山
ダ
ム
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
鵜
山
三
三
四
番
地
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界
と

名
張
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
葛
尾
九
四
番
地
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界
と
名

張
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
西
波
多
三
六
四
の
二
番
地
の
上
津
ダ
ム
の
堰
堤
の
下

流
端
と
遅
瀬
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
西
波
多
七
七
○
の
一
番
地
の
上
津
ダ
ム
の
堰
堤
の
下

流
端
と
遅
瀬
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

奈
良
市
月
ヶ
瀬
石
打
、
月
ヶ
瀬
尾
山
、
月
ヶ
瀬
長
引
、
月
ヶ
瀬
嵩
、
月
ヶ
瀬
月
瀬
及
び
月

ヶ
瀬
桃
香
野
、
山
辺
郡
山
添
村
大
字
春
日
、
大
字
大
西
、
大
字
菅
生
、
大
字
西
波
多
、
大
字

遅
瀬
、
大
字
中
峰
山
、
大
字
広
代
、
大
字
中
之
庄
、
大
字
吉
田
、
大
字
広
瀬
、
大
字
鵜
山
、

大
字
片
平
、
大
字
葛
尾
、
大
字
三
ヶ
谷
、
大
字
勝
原
、
大
字
切
幡
、
大
字
助
命
、
大
字
箕
輪

及
び
大
字
堂
前
並
び
に
三
重
県
伊
賀
市
治
田
、
予
野
及
び
大
滝

奈
内
共
第
三
十
号

30

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）



奈
良
市
及
び
山
辺
郡
山
添
村
並
び
に
三
重
県
伊
賀
市

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
名
張
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
遅
瀬
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

奈
良
市
月
ヶ
瀬
長
引
一
一
番
地
の
一
の
奈
良
県
と
京
都
府
と
の
境
界
と
高

山
ダ
ム
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

奈
良
市
月
ヶ
瀬
桃
香
野
五
三
○
八
番
地
の
奈
良
県
と
京
都
府
と
の
境
界
と

高
山
ダ
ム
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
鵜
山
三
三
四
番
地
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界
と

名
張
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
葛
尾
九
四
番
地
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界
と
名

張
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
遅
瀬
五
一
九
番
地
の
ジ
ラ
前
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と

遅
瀬
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
遅
瀬
五
○
五
番
地
の
ジ
ラ
前
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と

遅
瀬
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

奈
良
市
月
ヶ
瀬
石
打
、
月
ヶ
瀬
尾
山
、
月
ヶ
瀬
長
引
、
月
ヶ
瀬
嵩
、
月
ヶ
瀬
月
瀬
及
び
月

ヶ
瀬
桃
香
野
、
山
辺
郡
山
添
村
大
字
春
日
、
大
字
大
西
、
大
字
菅
生
、
大
字
西
波
多
、
大
字

遅
瀬
、
大
字
中
峰
山
、
大
字
広
代
、
大
字
中
之
庄
、
大
字
吉
田
、
大
字
広
瀬
、
大
字
鵜
山
、

大
字
片
平
、
大
字
葛
尾
、
大
字
三
ヶ
谷
、
大
字
勝
原
、
大
字
切
幡
、
大
字
助
命
、
大
字
箕
輪

及
び
大
字
堂
前
並
び
に
三
重
県
伊
賀
市
治
田
、
予
野
及
び
大
滝

奈
内
共
第
三
十
一
号

31

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で



右

同

ふ
な
漁
業

右

同

右

同

わ
か
さ
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

山
辺
郡
山
添
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
遅
瀬
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
堂
前
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
西
波
多
三
六
四
の
二
番
地
の
上
津
ダ
ム
の
堰
堤
の
下

流
端
と
遅
瀬
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
西
波
多
七
七
○
の
一
番
地
の
上
津
ダ
ム
の
堰
堤
の
下

流
端
と
遅
瀬
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
勝
原
一
六
二
四
の
二
番
地
の
勝
原
橋
の
右
岸
下
流
基

柱
と
遅
瀬
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
勝
原
一
六
二
八
の
四
番
地
の
勝
原
橋
の
左
岸
下
流
基

柱
と
遅
瀬
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
箕
輪
四
九
八
の
二
番
地
の
堂
前
橋
の
右
岸
下
流
基
柱

と
堂
前
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
堂
前
三
二
三
番
地
の
堂
前
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
堂

前
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

山
辺
郡
山
添
村
大
字
春
日
、
大
字
大
西
、
大
字
菅
生
、
大
字
西
波
多
、
大
字
遅
瀬
、
大
字

中
峰
山
、
大
字
広
代
、
大
字
中
之
庄
、
大
字
吉
田
、
大
字
広
瀬
、
大
字
鵜
山
、
大
字
片
平
、

大
字
葛
尾
、
大
字
三
ヶ
谷
、
大
字
勝
原
、
大
字
切
幡
、
大
字
助
命
、
大
字
箕
輪
及
び
大
字
堂

前奈
内
共
第
三
十
二
号

32

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）



漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

宇
陀
郡
御
杖
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
名
張
川
の
本
流
及
び
支

流
の
区
域

基
点
第
一
号

宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
神
末
四
五
四
三
番
地
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界

と
名
張
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
菅
野
三
五
四
四
番
地
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界

と
名
張
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

宇
陀
郡
御
杖
村

奈
内
共
第
三
十
三
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

う
な
ぎ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

に
じ
ま
す
漁
業

右

同

右

同

こ
い
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

奈
良
市
及
び
山
辺
郡
山
添
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を



結
ぶ
線
の
間
の
布
目
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
深
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

奈
良
市
興
ヶ
原
町
の
奈
良
県
と
京
都
府
と
の
境
界
と
布
目
川
右
岸
と
の
接

点

基
点
第
二
号

奈
良
市
柳
生
下
町
の
奈
良
県
と
京
都
府
と
の
境
界
と
布
目
川
左
岸
と
の
接

点

基
点
第
三
号

奈
良
市
荻
町
の
前
川
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
布
目
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

奈
良
市
荻
町
の
前
川
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
布
目
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
北
野
二
七
九
四
の
二
番
地
の
大
江
橋
の
右
岸
下
流
基

柱
と
深
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
峰
寺
六
三
八
の
二
番
地
の
大
江
橋
の
左
岸
下
流
基
柱

と
深
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

奈
良
市
柳
生
下
町
、
興
ヶ
原
町
、
邑
地
町
、
丹
生
町
、
北
野
山
町
及
び
荻
町
並
び
に
山
辺

郡
山
添
村
大
字
室
津
、
大
字
松
尾
、
大
字
的
野
、
大
字
峰
寺
、
大
字
桐
山
及
び
大
字
北
野

奈
内
共
第
三
十
四
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

ふ
な
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

わ
か
さ
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

奈
良
市
及
び
山
辺
郡
山
添
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
布
目
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
深
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域



基
点
第
一
号

奈
良
市
丹
生
町
二
○
六
一
の
四
の
布
目
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
布
目
川

右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

奈
良
市
北
野
山
町
八
五
九
の
一
の
布
目
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
布
目
川

左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
的
野
一
○
五
の
三
番
地
の
井
堰
（
的
野
大
橋
の
下
に

あ
る
井
堰
）
と
布
目
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
的
野
八
二
一
の
三
番
地
の
井
堰
（
的
野
大
橋
の
下
に

あ
る
井
堰
）
と
布
目
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
北
野
二
七
九
四
の
二
番
地
の
大
江
橋
の
右
岸
下
流
基

柱
と
深
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
峰
寺
六
三
八
の
二
番
地
の
大
江
橋
の
左
岸
下
流
基
柱

と
深
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

奈
良
市
柳
生
下
町
、
興
ヶ
原
町
、
邑
地
町
、
丹
生
町
、
北
野
山
町
及
び
荻
町
並
び
に
山
辺

郡
山
添
村
大
字
室
津
、
大
字
松
尾
、
大
字
的
野
、
大
字
峰
寺
、
大
字
桐
山
及
び
大
字
北
野

奈
内
共
第
三
十
五
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

こ
い
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

宇
陀
市
及
び
山
辺
郡
山
添
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
笠
間
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
岩
屋
字
平
セ
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界
と
笠
間



川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

山
辺
郡
山
添
村
大
字
岩
屋
字
サ
カ
イ
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境
界
と
笠

間
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

宇
陀
市
室
生
無
山
一
一
七
の
二
番
地
の
県
道
北
野
吐
山
線
の
橋
脚
の
右
岸

下
流
基
柱
と
笠
間
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

宇
陀
市
室
生
無
山
五
一
の
二
番
地
の
県
道
北
野
吐
山
線
の
橋
脚
の
左
岸
下

流
基
柱
と
笠
間
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

宇
陀
市
室
生
無
山
、
室
生
多
田
、
室
生
染
田
、
室
生
小
原
、
室
生
上
笠
間
、
室
生
下
笠
間

及
び
室
生
深
野
並
び
に
山
辺
郡
山
添
村
大
字
岩
屋
及
び
大
字
毛
原

奈
内
共
第
三
十
六
号
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漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

宇
陀
市

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
室
生
川
の
本
流
及
び
支

流
の
区
域

基
点
第
一
号

宇
陀
市
室
生
の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
島
谷
取
水
堰
の
下
流
端
と
室

生
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

宇
陀
市
室
生
の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
島
谷
取
水
堰
の
下
流
端
と
室

生
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

宇
陀
市
室
生
向
渕
、
室
生
大
野
、
室
生
三
本
松
、
室
生
砥
取
、
室
生
瀧
谷
、
室
生
西
谷
、

室
生
龍
口
、
室
生
黒
岩
、
室
生
田
口
元
上
田
口
、
室
生
田
口
元
角
川
、
室
生
下
田
口
及
び
室

生



奈
内
共
第
三
十
七
号

37

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

右

同

わ
か
さ
ぎ
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

宇
陀
市

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
宇
陀
川
の
本
流
及
び
支
流
（
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上

流
の
深
谷
川
及
び
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
内
牧
川
の
区
域
を
除

く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

宇
陀
市
室
生
大
野
の
室
生
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
宇
陀
川
右
岸
と
の
接

点

基
点
第
二
号

宇
陀
市
室
生
大
野
の
室
生
ダ
ム
の
堰
堤
の
下
流
端
と
宇
陀
川
左
岸
と
の
接

点

基
点
第
三
号

宇
陀
市
榛
原
檜
牧
の
高
倉
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
宇
陀
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

宇
陀
市
榛
原
檜
牧
の
高
倉
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
宇
陀
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

宇
陀
市
室
生
大
野
一
四
一
一
の
三
番
地
の
龍
鎮
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
深

谷
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

宇
陀
市
室
生
大
野
一
四
一
一
の
三
番
地
の
龍
鎮
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
深

谷
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
七
号

宇
陀
市
榛
原
檜
牧
の
友
遊
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
内
牧
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
八
号

宇
陀
市
榛
原
檜
牧
の
友
遊
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
内
牧
川
左
岸
と
の
接
点



関
係
地
区

（四）

宇
陀
市
室
生
向
渕
、
室
生
大
野
、
室
生
三
本
松
、
室
生
砥
取
、
室
生
瀧
谷
、
室
生
西
谷
、

室
生
龍
口
、
室
生
黒
岩
、
室
生
田
口
元
上
田
口
、
室
生
田
口
元
角
川
、
室
生
下
田
口
及
び
室

生
並
び
に
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
に
お
け
る
宇
陀
郡
榛
原
町

奈
内
共
第
三
十
八
号

38

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ゆ
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

あ
ま
ご
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

宇
陀
郡
曽
爾
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
青
蓮
寺
川
の
本
流
及
び
支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

宇
陀
郡
曽
爾
村
大
字
伊
賀
見
一
六
二
二
番
地
の
奈
良
県
と
三
重
県
と
の
境

界
と
青
蓮
寺
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

宇
陀
郡
曽
爾
村
大
字
伊
賀
見
一
六
二
○
番
地
の
一
の
奈
良
県
と
三
重
県
と

の
境
界
と
青
蓮
寺
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
桃
俣
一
二
七
番
地
の
一
の
御
杖
村
と
曽
爾
村
と
の
境

界
と
青
蓮
寺
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
桃
俣
一
五
五
番
地
の
二
の
御
杖
村
と
曽
爾
村
と
の
境

界
と
青
蓮
寺
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

宇
陀
郡
曽
爾
村

奈
内
共
第
三
十
九
号

39

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）



漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

あ
ま
ご
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

漁
場
の
位
置

（二）

宇
陀
郡
御
杖
村

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
青
蓮
寺
川
の
本
流
及
び

支
流
の
区
域

基
点
第
一
号

宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
桃
俣
一
二
七
番
地
の
一
の
御
杖
村
と
曽
爾
村
と
の
境

界
と
青
蓮
寺
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

宇
陀
郡
御
杖
村
大
字
桃
俣
一
五
五
番
地
の
二
の
御
杖
村
と
曽
爾
村
と
の
境

界
と
青
蓮
寺
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

宇
陀
郡
御
杖
村

奈
内
共
第
四
十
号

40

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

奈
良
市
、
大
和
郡
山
市
、
天
理
市
、
橿
原
市
、
生
駒
郡
三
郷
町
、
斑
鳩
町
及
び
安
堵
町
、

磯
城
郡
川
西
町
、
三
宅
町
及
び
田
原
本
町
並
び
に
北
葛
城
郡
王
寺
町
、
広
陵
町
及
び
河
合
町

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を



結
ぶ
線
の
間
の
大
和
川
の
本
流
及
び
支
流
（
原
川
、
実
盛
川
、
坂
根
川
、
葛
下
川
、
信
貴
川
、

竜
田
川
、
三
代
川
、
佐
味
田
川
、
不
毛
田
川
、
岡
崎
川
、
布
留
川
北
流
、
布
留
川
、
鳥
田
川
、

基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
佐
保
川
、
珊
瑚
珠
川
、
高
瀬
川
、
量
川
、

菩
提
仙
川
、
地
蔵
院
川
、
蟹
川
、
秋
篠
川
、
前
川
放
水
路
、
基
点
第
七
号
と
基
点
第
八
号
を

結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
富
雄
川
、
秋
葉
川
、
芦
川
、
沖
台
川
、
杣
川
、
基
点
第
九
号
と
基
点
第

十
号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
曽
我
川
、
高
田
川
、
葛
城
川
、
基
点
第
十
一
号
と
基
点
第
十
二

号
を
結
ぶ
線
か
ら
上
流
の
飛
鳥
川
、
新
川
、
基
点
第
十
三
号
と
基
点
第
十
四
号
を
結
ぶ
線
か

ら
上
流
の
寺
川
、
十
二
川
及
び
か
が
り
川
の
区
域
を
除
く
。
）
の
区
域

基
点
第
一
号

生
駒
郡
三
郷
町
立
野
南
三
丁
目
五
二
九
六
番
地
の
奈
良
県
と
大
阪
府
と

の
境
界
と
大
和
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

北
葛
城
郡
王
寺
町
藤
井
七
六
八
番
二
の
奈
良
県
と
大
阪
府
と
の
境
界
と

大
和
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

桜
井
市
大
字
江
包
四
九
五
番
地
の
一
の
桜
井
市
と
田
原
本
町
と
の
境
界

と
大
和
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

桜
井
市
大
字
江
包
四
九
六
番
地
の
桜
井
市
と
田
原
本
町
と
の
境
界
と
大

和
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
五
号

大
和
郡
山
市
九
条
町
一
六
番
地
の
二
の
関
西
本
線
の
鉄
橋
の
右
岸
下
流

基
柱
と
佐
保
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
六
号

奈
良
市
杏
町
の
関
西
本
線
の
鉄
橋
の
左
岸
下
流
基
柱
と
佐
保
川
左
岸
と

の
接
点

基
点
第
七
号

奈
良
市
三
碓
町
黒
谷
の
阪
奈
道
路
の
橋
脚
の
右
岸
下
流
基
柱
と
富
雄
川

右
岸
と
の
接
点

基
点
第
八
号

奈
良
市
三
碓
町
黒
谷
の
阪
奈
道
路
の
橋
脚
の
左
岸
下
流
基
柱
と
富
雄
川

左
岸
と
の
接
点

基
点
第
九
号

磯
城
郡
三
宅
町
大
字
但
馬
一
一
六
番
地
の
一
の
田
原
本
線
の
鉄
橋
の
右

岸
下
流
基
柱
と
曽
我
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
十
号

磯
城
郡
三
宅
町
大
字
但
馬
一
六
七
番
地
の
三
の
田
原
本
線
の
鉄
橋
の
左

岸
下
流
基
柱
と
曽
我
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
十
一
号

磯
城
郡
三
宅
町
大
字
但
馬
三
八
五
番
地
の
一
の
田
原
本
線
の
鉄
橋
の
右

岸
下
流
基
柱
と
飛
鳥
川
右
岸
と
の
接
点



基
点
第
十
二
号

磯
城
郡
三
宅
町
大
字
但
馬
四
九
六
番
地
の
一
の
田
原
本
線
の
鉄
橋
の
左

岸
下
流
基
柱
と
飛
鳥
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
十
三
号

橿
原
市
十
市
町
八
七
八
番
地
の
二
の
興
仁
橋
の
右
岸
下
流
基
柱
と
寺
川

右
岸
と
の
接
点

基
点
第
十
四
号

磯
城
郡
田
原
本
町
大
字
多
一
二
番
地
の
二
の
興
仁
橋
の
左
岸
下
流
基
柱

と
寺
川
左
岸
と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

大
和
郡
山
市
西
観
音
寺
町
、
東
岡
町
及
び
本
庄
町
、
天
理
市
庵
治
町
、
橿
原
市
今
井
町
、

生
駒
郡
三
郷
町
勢
野
西
及
び
斑
鳩
町
大
字
目
安
、
磯
城
郡
川
西
町
大
字
結
崎
、
大
字
唐
院
及

び
大
字
保
田
、
三
宅
町
大
字
伴
堂
及
び
大
字
屏
風
並
び
に
田
原
本
町
大
字
八
田
及
び
大
字
西

代
並
び
に
北
葛
城
郡
王
寺
町
久
度
並
び
に
河
合
町
大
字
穴
闇
及
び
大
字
川
合

奈
内
共
第
四
十
一
号

41

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
五
種
共
同
漁
業

こ
い
漁
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
漁
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

奈
良
市
及
び
天
理
市

漁
場
の
区
域

（三）

次
に
掲
げ
る
基
点
第
一
号
と
基
点
第
二
号
を
結
ぶ
線
及
び
基
点
第
三
号
と
基
点
第
四
号
を

結
ぶ
線
の
間
の
楢
川
の
本
流
及
び
基
点
第
五
号
と
基
点
第
六
号
を
結
ぶ
線
か
ら
楢
川
の
本
流

ま
で
の
導
水
路
の
区
域

基
点
第
一
号

奈
良
市
虚
空
蔵
町
シ
ヤ
バ
ミ
三
九
三
番
地
の
一
と
楢
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
二
号

奈
良
市
高
樋
町
扇
山
助
市
一
六
二
二
番
地
の
一
と
楢
川
左
岸
と
の
接
点

基
点
第
三
号

天
理
市
和
爾
町
八
五
二
番
地
の
二
と
楢
川
右
岸
と
の
接
点

基
点
第
四
号

天
理
市
和
爾
町
八
六
四
番
地
の
五
と
楢
川
左
岸
と
の
接
点



基
点
第
五
号

天
理
市
岩
屋
町
五
二
六
番
地
及
び
五
二
七
番
地
に
あ
る
橋
の
南
側
の
地
覆

と
導
水
路
右
岸
と
の
接
点
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
上
流
の
地
点
と
導
水
路
右
岸

と
の
接
点

基
点
第
六
号

天
理
市
岩
屋
町
五
二
六
番
地
及
び
五
二
七
番
地
に
あ
る
橋
の
南
側
の
地
覆

と
導
水
路
左
岸
と
の
接
点
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
上
流
の
地
点
と
導
水
路
左
岸

と
の
接
点

関
係
地
区

（四）

大
和
郡
山
市
横
田
町
、
櫟
枝
町
、
石
川
町
、
白
土
町
、
中
城
町
、
発
志
院
町
及
び
新
庄
町

並
び
に
天
理
市
櫟
本
町

二

た
め
池

１

奈
内
区
第
一
号

漁
業
種
類
、
漁
業
の
名
称
及
び
漁
業
時
期

（一）

漁
業
種
類

漁
業
の
名
称

漁

業

時

期

第
二
種
区
画
漁
業

こ
い
養
殖
業

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

右

同

ふ
な
養
殖
業

右

同

漁
場
の
位
置

（二）

生
駒
市
高
山
町

漁
場
の
区
域

（三）

高
山
た
め
池

地
元
地
区

（四）

生
駒
市
高
山
町

個
別
漁
業
権
又
は
団
体
漁
業
権
の
別

（五）

個
別
漁
業
権

第
二

類
似
漁
業
権
以
外
の
漁
業
権

該
当
な
し

第
三

免
許
申
請
期
間



令
和
五
年
九
月
十
二
日
か
ら
同
年
十
一
月
八
日
ま
で

第
四

免
許
予
定
日

令
和
六
年
一
月
一
日

備
考第

五
種
共
同
漁
業
の
存
続
期
間

令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
種
区
画
漁
業
の
存
続
期
間

令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で




